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要 旨

SF6ガスのすく､､れた絶縁特性と消弧特性を利用した超小形ガス絶縁開閉装置(ミニクラッド)を開発してい

るが,今回これに使用する84～120kV定格のガスしゃ断器を完成した｡

木器の消弧方式には,動作原理および構造とも簡単で,かつ中容量しゃ断器として経済的な単一圧力バッフ

7(ふいご)形を採用した｡本稿でほ,今回開発したガスしゃ断器の構造,開発上の問題点とその対策,なら
びに各種試験結果などをあわせて報告する｡

蓑1 MFB形ガスしゃ断器の定格仕様

1.緒 口

都市電力供給の過密化対策として,受変電機器の超小形化が要求

されている｡今回,超小形ガス絶縁開閉装置用84～120kV,2,500～

5,000MVA,1,200～2,000A定格のガスしゃ断器の系列を完成し

た(1)｡

ガスしゃ断器の消弧方式には,高圧ガスを低圧ガス室に吹き付け

消孤する二重圧力式と,SF6ガス封じ切りの容器内で消弧する単一

圧力バッファ(ふいご)方式の両者があるが,本器は動作原理および

構造とも簡単で,かつ中容量しゃ断器として経済的な単一圧力バッ

ファ式を採用した｡

SF6ガスは,従来の椚弧媒質の油,空気などと異なり,一段とす

ぐれた消弧力と絶縁耐力を有しているが,反面しゃ断時に発生する

SF6分解ガスに対して強い材料の適札 あるいほ水分管理などガス

しゃ断器特有の問題点を有している｡

今臥 これらの問題点については,長期間の基礎研究を積み重ね

究明した｡また部品個々の過酷試験あるいは,長期課電試験などの

各種実用化試験を行ない,徹底した品質管理のもとにガスしゃ断器

を製作したL｡このほか,実用性台巨としてもっとも頁要なガス漏れに

対しては,二束パッキング方式などを適用し,ガス漏れ防止に留意し

た｡材料ならびに分解ガスなどに関する基礎研究内容についてほ,

別稿で報告さゴーLているのでこれを省略し,今回開発したガスしゃ断

器の設計および構造,各位試験結果などを中心に報告する｡

2.ガスしゃ断器の定格･仕様

表1は今回開発Lた84～120kVガスしゃ断器の定格･仕様の一

覧表である｡

3.構造および動作

図】にしゃ断器の外観,図2に構造,図3にしゃ断部の内部構造を

示す｡本器は5.Okg/′cmごのSF6ガスが充てんされた三つの接地タ

ンク内に,各相しゃ斬部が内蔵されている三相一括操作方式のしゃ

断器である｡Lや断部ほ絶縁膜作ロッドを介して操作部の水平ロッ

ドと楼械的に適格されで臼り,操作ピストンが動作すると,三相の

バッファ･シリンダは同時に駆動される構造になっている｡.

3.1 し ゃ 断動作

図2の閉路用電磁弁を動作する.と,旺細字気が操作弁の動作によ

り操作シリンダ内に充気され,操作ピストンが駆動し,水平ロッド
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形
式IMFB-250-PALMFB-350-PAMFB-350-PA岳MFB-500-PA

規 格

定 格 電 圧(kV)

定 格 電 流(A)

定格しゃ断容量(MVAJ

定格しゃ断電流(kA)

定格短時間電流(kA)

定格投入電流

衝 撃 波

商用周波
絶 縁

定格再起電圧周波数
rkHz)

定格開短時間(S)

定格Lや断時間(ハ〕)

定格ガス圧力
rkg/cm2)

JEC-145

72/84

1,200/2,000

2,500

20.1

20.1

54.8

400

160

4.5(Ⅱ号〕

0.03

5.0

0.16

0-1分-CO-
3分-CO

JEC-145

72/84

1,200/2,000

3,500

28.1

28.1

76.5

400

160

4.5(Ⅱ号)

0.03

5.0

0.16

5.0

0-1分-CO-
3分-CO

JEC-145

120

1,200/2,000

3,500

16.8

16.8

46.6

550

230

3.0

0.03

3.0

0.16

5.0

0一仇35秒-
CO-1介-CO

JEC-145

120

1,200/2,000

5,000

24.1

24.1

65.5

550

230

3.0

0.03

3.0

0.16

0一札35秒-
CO-1分-CO

ー図1 MFB形ガスしゃ断器

図2 MFB形ガスしゃ断罪の

構造1
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図3 しゃ断部構造および動作説明図

を介してバッファ･シリンダが駆動され,パッファ･シリンダ内の

ガスが高速度で圧縮される｡接触子間に発生したアークは,圧縮ガ

スの吹き付けにより消弧される｡

3.2 投 入 動 作

投入の際にほ,閉路用電磁弁が動作し,操作シリンダ内に充気さ

れていた圧縮空気が排気され,可動接触子ほ投入バネによって高速

度で投入される｡

4･バッフ7･シリンダの圧力特性

バッファ形しゃ断器の吹付け圧力は,パッフア･シリンダの圧力

上昇によって決まるため,しゃ断性能はしゃ断時の圧力上昇特性に

よって決まる｡高い吹付け圧力が,開極彼の電流ゼロ点付近に作用

すれば,消弧作用は有効に行なわれる｡したがって,バッファ圧力

上昇一時間特性が設計の基本となる｡パッファ圧力時間特性ほ,ノ

ズル径,ノ㍉ソファ･シリンダ径,ストローク,バッファ駆動速度(開

極速度)および駆動力,可動部質量,初期SF6ガス圧力などの多

くのパラメータによって決まる(2)｡これらの相互関係は次式に示

すとおりで,RunglKutta【Gill法により電子計算機で解析してしゃ

断部の各諸元を決定した｡

図4よりバッファ室内圧力タほ,バッファ室の容積Ⅴとガス量C

によって決まるので

た残片･苦)∬
が成F)立つ｡

ただし, C パッファ室内ガス量

…….‥(1)

Go:バッファ室内ガス初期量

Ⅴ:バッファ室内容横

坑:パップ7室内初期容横

∬:比熱比(SF6ガスは1.07)

また両横5′7のノズルより単位時間に流出するガス量ほ,バッフ

)′宅内の圧力差によって異なるため

脚<(竿声･恥時
雷=5〟宕(吾)去寸′孟告･苦･〔1-(昔)警〕

…‥(2)

ク≧(竿声･脚寺
雷=5〃吉(去声J語丁字‥(3)

が成り立つ｡

射卓.りJF

バッファ室内春枝Ⅴ

バソファ三三内圧力P､､

初期カース許ぷ二G｡-＼

n 頂
β

′ノ7‾7･シリンダー･断加fl`妄S

図4 計算対象のモデル･バッファしゃ断部
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図5 圧力上昇係数と5〃/l㌔の関係
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図6 バッファ圧力上昇一時間特性

さらにバッファ･シリンダの運動方程式は

〝螢=ダ_5.P‥‥
dg2

バッフ7･シリンダの内容積Ⅴは

Ⅴ=tl15･∬.‥.

で表わされる｡

ただし,凡才‥ 了汀動部質量 ダニ 駆 動

S:バッフ7･シリンダの断面積

∬: ス ト ロ
ー

ク

例撒β(音旨)

(4)

(5)

以上各方程式の理論計算で,崩ノニノ∴ソフフナ上昇圧力J㌔axほ駆

動力とバッファ･シリンダ面積との比耳/5に比例L,かつその比

ほざ,～/′鴨によって図5のように変化する｡したが

って,駆動力を有効に利用するにほ,流量を考慮し最適の5”/帆値

を選ばなければならない｡

本器のパッフフ7圧力上昇特性は図dに示すと二日リー(さ,男里想的な圧

力上界一時間特性が得られている｡

5･耐SF`ガス用材料の選定および開発

SF6ガスほ常温でほ安定Lているが,大電流高温アークにさらさ

れるとSとFとに解離し,大部分は再結合LてSF6ガスに戻るが,

一部金属蒸気とk応Lて低弗化物(分解ガス)を発′トナる(3)｡このた

めL一や断諸芸の構成材料にこま,土､′:にSF6分解ガスにより侵食またほ

捌ヒしない絶縁材料∴問滑剤,シール材,金属材料などを選定する

必要がある｡

(1)エポキシモールド材料

従来のSiO三を充てん材に使ったユホキシ酬旨ほ,分解ガスによ

ー65-
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って侵食され絶縁抵抗が低下する(1)｡特殊な充てん材を煙ったエ

ポキシ樹脂を開発し,これをしゃ斬器のスベー十,絶縁筒などに

適用した｡

(2)絶縁操rFロッド(FRP)

従来のFRPは,沿層方向耐電圧特性が悪いためしゃ断器の操

作ロッドには採用できなかった｡今回あらたに真空含浸加圧モー

ルド法を適用し,耐電圧特性を大幅iこ改善する一方,FRPにはガ

ラス繊維を使閂L･ているため,分解ガスによる絶縁劣化対策とし

てFRPの表面を特殊な基材で被覆し,耐SF6分解ガニく特性を改

善した｡

(3)潤滑剤およびシール材

従来のリチエーム･グリースおよぴシリコーン･グリースなど

は,分解ガスにより変質するので耐SF6性亡つ長寿命,潤滑剤(Hト

Lube280G)を開発した｡

またシール材については,長期間分解ガス中こ放置し資質を検

討し,その材質および配合を決定した｡

(4)金 属 材 料

分解ガス中でほ,けい素銅板の劣化が最も激しく,軟鋼がこれ

に次ぎ,銅,アルミ,銀,ステンレスの順こ耐食性が良くなる｡

このため分解ガスを発生するしゃ断器内部の材料は､耐食性の強

いステンレスレミネ)をはじめ,銅,ア′レミおよびアルミ合金など

で構成した｡

る.水分管〕撃と吸着剤

SF8ガス中の水分は,放電時に発生する分解ガス(SFヰ,SF巴,SOF2

など)と反応し活性の弗化水素(HF■)を発生する｡このHFは有害

で材料を劣化する危険性を有している｡すでにアメリカにおいては

500kVガスしゃ断器の水分による事故例も報告されている｡これ

らの分解ガスおよび温度低下時の結露による絶縁低下を防止するた

め,SF6ガス中の水分管理が要求される｡

購入時のSF6ガスの水分含有量は､メーカーによってその仕様ほ

異なるが,65～120ppm(by Vol.､)の水分量を有しており100ppm

程度に管理するには,特殊吸着剤にたよるの見でなく組立前にあら

かじめ部品内に含まれる水分の除去が必要である｡

(1)水分の除去

しゃ断器内部に残存する水分の大半は,エポキシ樹脂などの有

枚材料に含まれ,ガス中で表面より水分を放出するため長年月で

は漸次水分含有量が増加する｡この対策として.各部品の特殊乾

燥処理を行ない,あらかじめ水分除去を行なIrたうえで組ネ､立て

を行なう工程にしている｡

(2)水分の透過

しゃ断器内部が高圧のSF8ガスで充てんされていても､内部の

水蒸気圧は大気中iこ比較して無視できるほどに小さいため,シー

ル部分から透過する水分をあらかじめ考慮して吸着剤を決定する

必要がある｡

(3)吸 着 剤

吸着剤は分解ガスおよぴガス中の水分を吸着する目的で使用さ

れるが,吸着特性は吸着剤の種類によって大幅に異なるのr･さ,良

質の吸着剤を選定する必要がある(5)｡本器は水分吸着特性の良い

合成ゼオライトおよび分解ガス吸着樟性のすぐれている活性アル

ミナを併用した2棟能吸着方式を採用している｡所要吸着剤の量

の決定は次式で示される｡

<分解ガスの吸着>

I坑｡≧一望王L
¢

山J=/･l鴨

‥‥……….(6)

ただし,I机l:

(りd:

々:

仲ち:

′:

く水分の

所要吸着剤量

分解ガス発生量

分解ガス吸着能

SF6ガ ス 量

分解ガス濃度

吸着>

恥≧竿 …..….….‥‥……..…..………‥.(8)

叫=笠沙D-♪)耶･……‥………･…･･…………(9)
ただし,Iす㌔:所要吸着剤量

的:ガス中の除去されるべき水分量

α5:有機物から放出される水分量

付エ:外部から透過する水分量

C:水分吸着能

♪0:ガス中の初期水分濃度

♪:目標水分濃度

I町7:SF6ガ ス 量

7.試 験 結 果

性能検証試験としてはJEC-145,電力規格B-112をはじめ部品

単体試験,各種特殊試験および実用性能試験などを実施し,製品の

信索引生を検証した｡

7.1操 作 試 験

代表的な試験結果を表2に示す｡連続開閉試験は30,000回実施し

たが,部品の摩耗およぴガス漏れなどもなく良好であった｡連続開

閉試験結果は表3に示すとおりである｡

7.2 温 度 試 験

1,200Aおよび2,000Aを通電し,各部の温度上昇値を測定した｡

測定点を図7に,温度上昇測定結果を表4に示す｡また2,200Aの

過電流通電試験時の温度上昇値は,銀接触で41℃であり規格値55

℃に対しじゅうぷん余裕がある｡

表2 操 作 試 験 結 果

験試

酢
力
甜

㌘榔 圧閑
抑

制
投 入 時 間 引きはずし時間

披講問l壊(警)差閃幣間l開(警)差

投入操作

芸きはず左】

引きほずし

自 由

0.159

0.155

0.156

0.160

0.0005

0.0005

0.0005

0.0005

0.0000

0.0005

0.0005

0.0005

0.0380

0.0310

0.0310

0.0355

0.0325

0.0310

0.0305

0.0335

0.0000

0.0005

0.0005

0.0005

0.0000

0.0000

0.0005

0.0005

注:ガス圧力:5kg/cm2

表3 連続開閉試験結果

操作回数
空気操作
圧 力

こ回)!(kg/cm2)

制御電圧

(Ⅴ)
操 作

投 入 時 間 引きほずし時間

投横間l接恩差開幣間l開恩羞

500 ≡ 15

10,000:15

100

100

30,000!15 1100

｡
C
∽
【

O

C

CO

O

C

CO

一
…
柑

0.160

0.156

0.160

0.156

0.0005

0.0005

0.0005

0.0005

0.0005

0.0004

0.030

0.030

0.030

0.030

0.0004

0.0000

0.0004

0.0000

‥(7)
注:ガス圧力:5kg/cm2
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園7 温度試験測定点

表4 温 度 試 験 結 果

二
っ
)

′
.
㌧

表7 充電電流 し ゃ 断試験 結果

しヤ断器形式

ガス

圧力

(kg/
cm2)

空 気

操作圧力

削誰
責
務

rkV)

電流

(A)

アーク時間

(へノ)

再
発
孤

再
点
弧

*1

試験
回数
(回)

備 考

72/84kヽ｢

れIFB-350

120kV

MFB-500*4

4.0*2

4,0

4.0

4.0

12.5

12.5

12.5

84

84

120

20

80

20

120141

0.01～0.46

0.02～0.45

0.05～0.4-2

仇03～0.44

12

12

12

12

批Ⅴ=竺若×､′す
120kV

､/す

注:●1

充填ガス匠力 こkg′/cmZノ:1 2.5*

通 電 一電 流 (A)

銀q 定 個 所

1,20012,000

温度上昇値

接触子

表 面

F温度上昇
規格値

･_℃■

JEC-145

接
触
部
お
よ
び
導
電
部

①
②
⑧
④
⑤
⑥
⑦

スべ-サ中心導体個定例)

接 続

固定接触

可動接触

集電接触

接 続

部(:固定側)

子

子

子

部･■二可動側二:

スペーサ中心導体〔可動側)

タ ンク 内面

タ ンク 外面

ガ ス 温 度

■+

j

6

4

鍍一銀

銀一成

銀一袋

銀一銀

康一顕

7〇二
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注 *圧力は母線の最低保証圧力に合わせた｡

表5 耐 電 圧 試 験 結 果

印 加 部 位

(k号ム2-∴.1甲.雷管;極性l(k､r

固定接触子側端子14-0

垣 間

対地間

可動接触子側端子14.0

しヤ断部倒芦
4･0

正
負l275

正

員F
275

60

ハU▲LU

八U6

良
T
T

値鞘恥第流
､
′

駅舶試 周波数
ぐHz､･･

i屯旬…時間
結

31 32.8

接触子および接校部に

i容こんなし｡

試験前後の接触抵抗の

変化なし｡

オシログラム参照

しゃ斬位相は300間隔で位相制御した｡ ♯2 最低床証ガス圧力

*3 最低保証空気操作圧力 *4 オシログラム参照(図9-〔a))

(a)充電電流しゃ断試験試験電圧120kV充電電流41A動作責務≠0′′

図9 しゃ断試験オシログラム

7.3 絶 縁 試 験

衝撃波および商周周波による耐電圧試験に対してほ,最低保証ガ

ス圧力4.Okg/cm三で絶縁階級100号を余裕をもって満足した｡さ

らiこJEC【145に規定された動作責務によるしゃ断試験を実施した

鰍･こおいても.SF6ガスおよび絶縁物の絶縁耐力の低下がないこと

を確認した.｡

絶縁試験結果を表5に示す｡なおガス圧力が大気圧に低下した場

合においても,常規対地電圧に耐えることを確認した｡

7.4 コ ロ ナ試験

電圧は固定接触子側端子および可動接触子側端子の両側からそれ

ぞれ印加し,コロナ開始電圧を測定した｡その結果コロナ開始電圧

ほ120kV以上であり良好な結果を示した｡

7.5 短時間電流試験

母線と組合せて試験を行なった｡試験はJEC-165の断路器規格

値(32kA)およぴJEC-145の72kV規格値(28.1kA)相当で行なわ

れた｡試験結果は表dに,オシログラムほ図8に示すとおりである｡

通電前後における端子間の接触抵抗の変化もなく,接触部の溶着こ

ん跡も認められなかった.｡

7.d し ゃ 断試験

しゃ断性能ほ,充電電流しゃ断試験,励磁電流しゃ断試験などの

小電流開閉試験,ならびに短絡電流しゃ断試験および近距離線路故

障(SLF),脱詞,異相地絡などの特殊条件下のしゃ断試験により検

証した｡

7.d.1充電電流しゃ断試験

試験は一線地絡時の健全相しゃ断を考慮して線間電圧相当で行

なわれた｡試験結果ほ表7に,代表的オシログラムは図9(a)に

示すとおりで,しゃ断直後のガスの絶縁回復特性が良好であるた

め,すべて無再点弧であった｡

7,d.2 励磁電流しゃ断試験

囲8 短時間電流式験オシログラム

ー67-

試験電圧としては相電圧の1.5倍の電

圧を適用した｡ガス特有の消弧機構によ

って,励磁電流しゃ断の際の異常電圧倍
数は低く,1.9以下であった｡試験結果

は表8に,代表的オシログラムは図9

(b)に示すとおりである｡

7.占.3 短絡電流しゃ断試験

しゃ断性能は超高研武山研究所および

日立製作所における単相実員荷試験,

Weil等価試験などによって検証した｡
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磁電流 し ゃ 断試験結果

劉二軍
15.Olo.11～0.娼

しゃ断器形式

72/84kV

MFB-350

120kV*4

MFB-500

73

104 12.5【0.06～0.50

670

460

1.1～1.9

1.0～1.7

12

12

73kV=号芋×1･5

104kV=実賢×1･5
注:*1しゃ断位相は30ロ間隔で位相制御した｡ *2 最大ガス圧力

*3 最大空気操作圧力 *4 オシログラム参照(図9-(b))

表9 実 負 荷 試 験 結 果(単相試験)

ガス圧力

(kg/

cmZ)

4.0*1

しヤ断器形式】試験条件 動 作 責 務

"Ol/

試験電圧

(kV)

63

しゃ斬電流

(kA)

19.5～21.3

富諾)宗l振幅率アーク時間

(～)

0.51～0.99

投入電流

(kAp)
備 考

63kV=晋×1･5

73kV=号賢×1･5

13.0*3

13.0

13.0

13.0

13.0

13,0

0-1分-CO-3分-CO

0-1分-CO-3分一CO

0-1分-CO-3分一CO

0-1分-CO-3分【CO

0-1分-CO-3分-CO

0-1分一CO-3分-CO

15.5～15.6

27.6～28.8

31.0～32.2岳
11.5

26.5

32.0

1.86

1.87

1.88

1.77

1.70

1.70

1.70

0.46～0.89

0.57～0.83

0.89～1.06

0.37～0.80

0.85～1.26

1.00～1.50

1.8011.00～1.50

29.3～41.8

75.2～82.4

65.8～95.2

8.6～14.0

42～70

52～85
73kV=j欝×1･5

J吾=4鮎･ム=0･65mH

通常短絡

SLF

*4

脱 調

0-0.35秒-
CO-3分-CO

0-0.35秒一
CO-3分-CO

4･0】12･5l"0′′
〔江)*1最低保証ガス圧力 *3 最低保証投入圧力

*2 最低保証空気操作圧力 *4 オシログラム参照(図9一(c),(e),(f))

表10 Weil等 価 試

1.7010.40～0.92

0.84～1.31

1.05～1.45

0.90～1.39

岳0.45～0.B2

8.8～16.0

42～78

J吾=舶,ん=1･3mH

97kV=卓欝×2･0

J盲=4鮎,エゼ=0ぷmH

～/吾=486n･エe=1･3mH

139kV=実警×2･0

しゃ断罪形式 試鉄条件1(謡監三ノ1写譜慧う筆争彗f甥タl動作責務l試惣圧IL荒兜軍摘l雷管蛋l馴高率l7-′ご.戸間

｡.0*1l12.5*2
結短常通

120kV*3

MFB-500

通常短絡

睨 調 ≠0り 1 139

27.0

13.0

4.5

3.2

3.2

1.00{-1.25

1.00～1.25

73kV=驚こ×1･5

62kV=ヱ芳×1･5

97kV=ぞ若×2･0

104kV=一竺若×1･5

139kV=J器℃×2･0
注:*1最低保証ガス圧力 *2 最低保証空気操作圧力 *3 オシログラム参照(図恥(d))

しb)励磁電流しゃ断試験試験電圧104kV励磁電流12.5A動作式務"0′′

(C)短結尾流しヤ斬試験(実負荷試験)

〔d)短絡電流Lや断試験(Weil等価試験)

試験電圧104kVしゃ斬電流27.OkA動作責務¶0//

(e)脱調しヤ断試験(実負荷試験)

試験電圧139kV試験電流2.3kA動作責務"0′/
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(f)近距離線路故障しゃ断試験

試験電圧40kV試験電流22.5kA動作責務≠0′/

図9 しゃ断試験オシログラム

試験結果は表9,表10iこ,代表的オシログラムは図9(c),(d)

に示すとおりである｡また通常短絡電流しゃ断性能は,84kVで

はJEC-145の再起電圧周波数の規格値Ⅱ号(4kHz),120kVで

はⅡ号相当(0.6kHz)に対しじゅうぶんな性能を有している｡

ガスしゃ断器ほ近距離線路故障(SIノF)のような過酷な再起電

圧条件に対してもしゃ断性能がすくlれており,最低保証ガス圧力

4･Okg/cm2でも良好な結果を得た｡代表的なオシログラムは図

9(f)に示すとおりである｡

また過電圧条件下の脱調および異相地給しゃ断試験においても

すぐれたしゃ断性能を示した(図9(e))｡

また図10ほ本器のしゃ断試験後の接触子の損傷状況をに示し

たものであるが,しゃ断性能がすぐれているためアークによる損

傷ほきわめて軽微である｡

7.7 特 殊 試 験

(1)l仁才特性試験

〃ス圧力2.5kg/cm2で極問のl⊥才性特を測定したが,避雷器

とじゅうぷん協調がとれていることを確認した｡

(2)振 動 試 験

耐振性能を検討するために振動試験を実施したが,試験ほ共振

周波数(正弦波=こおいて加速度0.5Gで加挺した｡締付部のゆる

みおよびガス漏れなどなく良好な結果を得た｡

特 許

(32kA6回しゃ断)

図10 短電流しゃ断試験後の接触子

このほか注水試験,長期課電試験,冷熱試験,部品単体の過酷

試験を行ない実用性能を検証した｡なお,ガスしゃ断器の騒音ほ

非常に小さく従来の油しゃ断器と同程度であった｡

乱 結 口

以上84～120kV級のガスしゃ断器の開発試験の概略を述べたれ

ガスしゃ断器はしゃ断性能および絶縁性能ともすぐれた特性を示し

た｡すでに84kV,2,500MVA,1,200A定格のガス絶縁開閉装置

用ガスしヤ断器ほ中部電力11:山変電所において運転されているが,

これらの機器の実用性能をじゅうぷん検証して今後経済的で高信頼

度の超小形変電機器の開発に努力していきたいと考える｡

最後にご指導いただいた中部電力株式会社の関孫各位に感謝の意

を表する｡

参 芳 文 献

中野ほか

吉岡ほか

有川ほか

紫藤ほか

中島ほか

紹 介

昭和44イーiミ電気学会東京支部大会No.160

昭和44年電四学会連大No.755

昭和44年電気学会東京支部大会No.152

昭和44年電気学会東京支部大会No.155

昭和44年電気学会東)iく支部大会No.151

J仰

特許舞509382号(特公昭42-14899号)

巷 取 機 の ス ト ッ プ か み 込 み 方 法

従来のJl_三社設備iこおけるストリップのかみ込み方法はストリップ

を巻取殿のかみ込み部にそう人後,巻取機を回転してその押付力と

摩擦力によって支持している｡このためストリップかみ込み部に相

当する位置に】lrj凸を付与したりして押付力および摩擦係数を大きく

している｡しかしこれによっても満足な張力が行られず,また図2

に鎖線で示すように厚物のストリップを取り故う場合には,巻取枚

の曲率半径γを有するかみ込み部に,そう入させることが凶雉であ

った{つ またたとえそう入できても巻取磯のドラムとストリップとの

問に巻取径の急激な変化を+iじ,この結果H三延精度の低下とかスト

リップへの損傷および/ミックリングなどの悪影響を及ばす欠陥があ

った｡

この発明は,ストリップ端部を巻取残のかみ掛こそう入する以前

にあらかじめ曲率半径γにほぼ合致させるよう曲げておき,その曲

げられたストリップ端部自身にて全張力あるいはその一部を負荷す

るようにしたことを特長とするものである｡

図1は一丈施例を示すもので,1ほ巻山較,2はデフレクタロー

ラ,3はストリップ4の前綬端を切断するシヤー,5はスリッタ,6

ほストリップ4を幅方向に分割切断するシヤー,7はデフレクタロ

ーラ,8は巻取機,9はスプリング/ミックを防止するよう巻取椀8
に什勢された押えローラである.r､.

定 石 安 吾

そして前記のストリップ端部の曲げ作業は,上記シヤー6のとこ

ろで切断作業とトーヨ一工程で行なわれる｡. ･.■Ill元)
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